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はじめに
大学を取り巻く環境が年々厳しさを増す中
で、時代が求めるニーズと向き合い、より一層
充実した生涯学習の場を効果的に提供すること
が求められるようになっています。
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門は、
昨年度、開設 20 周年後の次のステージへ向け
て新たな一歩を踏み出しました。すなわち、こ
れまで培ってきた良き伝統を守りながらも、次
の 10 年、20 年を見据え、必要な改革を推進す
る中で新しい取り組みを始めてきました。
その柱となったのは、当部門の開設当初より
の目的・使命である、「大学の知的資源を開放
することを通じて、地域社会における生涯学習
の振興と充実に寄与する」という本学の生涯学
習の原点に立ち返り、富山大学ならではの独自
性の高い学びの場を提供していくことでした。
具体的には、まず新しい取り組みの象徴とも
いうべき大学のオリジナルな研究成果の発信を
目的とした「富山大学の研究を 5時間で学ぶ」
講座を開講しました。また、より専門的かつ高
度な学びのニーズに対応するため、大学院の授
業をハイ・グレード・オープン・クラスと位置
づけ、後期より広く一般に公開しました。さら
に、本部門の中心事業の一つである公開講座に
ついて、次年度より、大学で行われている研究・
教育の成果を地域に開放する講座重視へと段階
的に移行していくこととしました。
また、「富山大学の研究を 5時間で学ぶ」講
座では、北陸地区国立 4大学の連携事業による
ICT を活用した遠隔講義支援システムを活用
し、講義をインターネットで双方向的にライブ
配信するという新しい試みも行いました。これ
は、場所にとらわれず受講ができるという新し
い形の講座として大きな可能性を開くものとい
えます。
そうした数々の取り組みの拠りどころとなっ
たのは、やはり受講生の皆さんや講師の先生方
から寄せられたさまざまな声や「生涯学習推進
懇話会」でいただいたご意見・ご要望でした。
今後とも、みなさまからのご要望・ニーズに
対応した学びの場を提供していくよう、積極的
な活動を展開していきたいと考えております。
ここに刊行いたします生涯学習部門年報第
20 巻は、昨年度の生涯学習部門の取り組みを
総括し、今後の事業展開へ向けた基礎資料・指
針を提供するものです。
以下、本年報の内容は、当部門が実施してき
た 2017 年度事業の概要報告、公開講座・オー
プン・クラス等の実施状況報告、本部門専任教
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要旨：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門において 2017 年度に実施した事業の概要を報告す
る。主要な事業である公開講座の開設数は 72 講座、オープン ･クラスの公開科目数は 791
科目であった。新しい取組みとして、「富山大学の研究を 5時間で学ぶ」講座を遠隔講義支
援システムを併用して実施し、また大学院の授業のオープン・クラス化（ハイ・グレード・
オープン・クラス）を本格的に始めた。
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員による研究論文、委員会等の開催状況報告、
そして事業報告資料集となっております。
本書を通して、当部門の事業をご理解いただ
き、今後のより一層充実した生涯学習活動へ向
けて、みなさま方の忌憚のないご意見・ご要望
をお寄せいただけましたら幸いです。
…
１．生涯学習事業
①　公開講座
本学は数多くの公開講座を実施しています。
この事業は、本部門に設置された全学的な公開
講座専門委員会で企画が審議・承認され、本学
教員の大学開放に対する深い理解・協力のもと
で実現されています。
ジャンルごとの開講数でみると、教養講座
で 17 コース、語学講座で 36 コース、体験講座
で 19 コース、計 72 コースが企画されました。
それぞれの受講者数をみると、教養講座で 177
名、語学講座で 321 名、体験講座で 267 名、合
計 765 名になり、前年度よりも 58 名の増加と
なりました。このことについて当部門では、新
聞へのチラシの折込み等を実施したことの効果
が現れたと分析しています。
本学の公開講座は、一般市民の学習ニーズと
うまくかみ合った企画であることから、多くの
講座が例年恒例の形で（微調整・ヴァージョン
アップも伴いながら）実施されます。語学では、
初級から中級そして上級へとステップアップす
る講座が開設されています。
極めて多彩なジャンル・レベル設定を備えた
講座の数々について、ここで詳細に述べつくす
ことはできません。しかし、多くの一般市民が
受講していることや、本年報収録の受講生アン
ケートの結果をみると、大学の知的資源を地域
社会に還元するという目的はおおむね達成でき
ていると評価できます。
②　オープン・クラス
オープン・クラスは、正規学生に対する授業
を一般市民に開放する取り組みです。
2017 年度のオープン・クラス利用は、受講
希望者が延べ396人（前期205人、後期191人）、
試聴等を経て実際に受講した者は延べ 284 人
（前期 142 人、後期 142 人）にのぼりました。
開放科目数は前年度 785 科目から 2017 年度
791 科目へと増加し、延べ受講者数も前年度よ
り 6名増加しました。
2017 年度後期から、大学院の授業科目を、
ハイ・グレード・オープン・クラス（HGOC）
と称して正式に公開し、より高度で専門的な授
業科目を学びたい方のニーズへの対応を図って
います。
③　講師等紹介
本部門では学外からの講演会・研修会等のた
めの講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介を
おこなっています。講師の選定とともに、企画
段階でも学習（研修）プログラム作成に協力し
ており、2017 年度は、本部門において、約 55
件の講師等の紹介を行いました。
なお、講師等紹介には本部門を経由せず、各
学部に申し入れて実施されているケースもある
ことを申し添えておきます。
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④　サテライト講座
サテライト講座は、本学教員の研究成果を一
般市民に向けて開放する講座で、受講しやすい
ように富山駅前CiCビルにおいて、受講料無料、
事前申込不要で毎年開講しています。
2017 年度も 8 つの学部から１名ずつの教員
が講師となって 8講座が開講され、総計 569 名
の受講者が集まり、大変盛況でした。
⑤　その他の講座・イベント
・まちなかセミナー
2017 年 11 月 18 日（土）、北陸地区国立４大
学連携のまちなかセミナーを開催しました。こ
のセミナーは、富山・石川・福井の各会場に相
互に講師を派遣し合う取り組みです。
2017 年度も、各会場でコーディネーターを
採用し好評でした。富山会場は「トランプ現象
と現代政治事情：反グローバルと排外主義を考
える」と題して、本学経済学部の青木一益教授
をコーディネーターとして、金沢大・北陸先端
科学技術大学院大・福井大から講師を迎え、90
名の受講者がありました。また、富山大学から
も福井・石川各地に講師として本学教員を派遣
しました。
・生涯学習ワークショップ2017
生涯学習部門では、地域の方々とともに考え
語り合う学びの場として、地域課題解決型の
ワークショップを開催しています。2017 年度
は、「富山でも災害は起こり得ます。その時あ
なたはどうしますか？」と題して、2017 年 12
月 17 日（日）に富山駅前 CiC ビルにおいて開
催しました。本学大学院理工学研究部（工学）
の原隆史教授に、「我が国の防災事情、富山で
起こりうる災害、我々（市民）が準備しておく
こと」をテーマに話題提供をいただきながら、
35 名の参加者には、「富山で起こりうる自然災
害」、「災害が起きた時、何が大切でどのように
行動するか」、「災害に対してどのように備えれ
ばよいのか」について考え語り合っていただき
ました。
・富山大学の研究を５時間で学ぶ
本講座は、学内のオリジナリティの高い研究
成果を、基礎知識から最先端の情報まで一気に
約 5時間（1～ 2 時間× 3回程度）で紹介する
ものです。
初めてとなる 2017 年度は、富山大学水素同
位体科学研究センターの協力のもと、2018 年 3
月 15 日（木）、22 日（木）、29 日（木）の 3回
にわたり五福キャンパスで開催しました。また、
今回は、北陸地区国立大学学術連携支援事業
「ICTを活用した公開講座等の遠隔講義支援シ
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ステムの開発・評価グループ」の一環として、
講義をライブ配信しました。PCや携帯端末か
ら自宅等に居ながら視聴でき、質問もリアルタ
イムで投稿できるなど、利便性が高く、受講者
から大変好評でした。
・高大連携
富山県立小杉高等学校との高大連携事業に関
する覚書に基づき、教養教育科目のうちオープ
ン・クラスとして開講している授業に同校から
生徒を毎年受け入れています。
2017 年度は、10 名の生徒が「自然と情報の
数理」などの授業を受講し、2017年 9月 4日（月）
の事後研修・報告会後に、修了した生徒には本
学から修了証書が授与されるとともに、同校か
ら卒業単位 1単位が認定されました。
・富山大学市民講座2017
本講座は、読売新聞北陸支社の共催により、
毎年一般市民を対象に、関心度の高いテーマを
選定し、複数の本学研究者が体系的・学際的に
講演を行う無料の講座です。
2017 年度は、「子供の健康を守る」と題して、
2017 年 10 月 21 日（土）、28 日（土）、11 月 11
日（土）の 3回にわたり 6名の教員が講義を行
い、延べ 249 名が参加されました。
・キャリアデザイン講座
若者の地元定着率向上を目指す COC+ 事業
の一環として、県内高校生に地元の大学への進
学及び地元の企業への就職を意識し、富山で働
き暮らしていくことのイメージを持ってもらう
ことを目的に「キャリアデザイン講座」を実施
しています。
2017 年度は、富山県立南砺福野高等学校と
富山県立高岡南高等学校の生徒を対象に、生涯
学習部門長及び地域連携戦略室コーディネー
ターが、富山で働き暮らすことを考えるきっか
けとなるような情報提供や COC+ 事業の紹介
等を行いました。また、本学学務部入試課主催
の「富山県内大学・短大・高専　合同進学説明会」
においても、本学OG及び地域連携戦略室コー
ディネーターが、同様の内容で実施しました。
２．学外との連携
①　平成 29 年度生涯学習推進懇話会
2018 年 3 月 7 日（水）、多岐にわたる本部門
の事業の成果や改善すべき点を把握するため、
平成 29 年度生涯学習推進懇話会を開催しまし
た。なお、1999 年度開催の第１回大学開放推
進懇話会からの通算では 19 回を数えます。
②　全国協議会
2017 年 9 月 25 日（月）～ 26 日（火）に開
催された、第 39 回全国国立大学生涯学習系セ
ンター研究協議会に専任教員 2名が参加し、意
見交換を行いました。2017 年度の当番大学は
徳島大学でした。
③　北陸地区大学間連携
2018 年 1 月 29 日（月）に金沢大学サテライ
トプラザ（金沢市）において、富山大、金沢大、
北陸先端科学技術大学院大、福井大の各大学ス
タッフによる専門委員会が開催され、2017 年
度まちなかセミナーの反省・次年度の企画につ
いて意見交換が行われました。
３．広報・出版活動
①　チラシによる広告
公開講座、オープン・クラス、サテライト講
座について、新聞へのチラシの折込みを実施し
ました。加えて、富山市、高岡市を中心にした
地域で、各種学習施設や公民館等に配布依頼を
行いました。
このほか、DMの形でパンフレットを郵送し、
また各地でチラシ、ポスターの配布を行いまし
た。その他の事業についても、事前に募集案内
を作成し、県民カレッジや各地の公民館等に配
－ 5－
布しました。
②　出版物
・公開講座、オープン・クラス、サテライト
講座のチラシ及びポスターを作成しまし
た。
・公開講座、オープン・クラスの募集要項を
作成しました。
・「生涯学習部門年報」第 19 巻を刊行しまし
た。
③　メールや Web を利用した広報活動
・メールマガジン
メールマガジンは、おおよそ 600 人に対
し概ね月１回のペースで発信し、97 号を
配信するに至りました。
・Web
大学開放に関する情報発信として随時
Web サイトを更新するとともに、フェイ
スブックを開設しています。
